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					このページは校正済みです
弟（セ）と云て
婚（マグハヒ）せぬことになも定まりぬる、されば今
（ノ）世にして、
其（ソ）を
犯（オカ）さむこそ
惡（アシ）からめ、古
（ヘ）は古
（ヘ）の定まりにしあれば、
異國（アダシクニ）の
制（サダメ）を
規（ノリ）として、
論（アゲツラ）ふべきことにあらず、

いにしへの大御代には、しもがしもまで、たゞ天皇の大御心を心として、


天皇の
所思看（オモホシメス）御心のまに〳〵
奉仕（ツカヘマツリ）て、
己（オノ）が私
（シ）心はつゆなかりき、

ひたぶるに
大命（オホミコト）をかしこみゐやひまつろひて、おほみうつくしみの
御蔭（ミカゲ）にかくろひて、おのも〳〵
祖神（オヤガミ）を
齋祭（イツキマツリ）つゝ


天皇の
大（オホ）
御（ミ）
皇祖（オヤ）
神（カミ）の
御前（ミマヘ）を
拜祭（イツキマツリ）坐
（ス）がごとく、
臣連（オミムラジ）
八十（ヤソ）
伴緖（トモノヲ）、天
（ノ）下の
百姓（オホミタカラ）に至るまで、
各（オノ〳〵）祖神を祭るは常にて、又天皇の
朝廷（ミカド）のため天下のために、
天神（アマツカミ）
國神（クニツカミ）
諸（モロ〳〵）をも祭
（リ）坐
（ス）が如く、下なる人どもゝ、事にふれては、
福（サチ）を
求（モト）むと、
善（ヨキ）神にこひねぎ、
禍（マガ）をのがれむと、
惡（アシキ）神をも
和（ナゴ）め祭り、又たま〳〵身に
罪穢（ツミケガレ）もあれば、
祓淸（ハラヒキヨ）むるなど、みな人の
情（コヽロ）にして、かならず有
（ル）べきわざなり、然るを心だにまことの道にかなひなば、など云めるすぢは、佛の敎へ儒の
見（コヽロ）にこそ、さることもあらめ、神の道には、
甚（イタ）くそむけり、又
異國（アダシクニ）には、神を祭るにも、たゞ理を
先（サキ）にして、さま〴〵
議論（アゲツラヒ）あり、
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